
令
和

元
年

度
 せ

た
な

町
教

育
・

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
表

彰
式

令
和

元
年

度
 せ

た
な

町
教

育
・

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
表

彰
式

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

か
ら

各
種

事
業

の
期

間
延

長
に

つ
い

て
の

お
知

ら
せ

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

か
ら

各
種

事
業

の
期

間
延

長
に

つ
い

て
の

お
知

ら
せ

新
せ

た
な

町
立

国
保

病
院

改
革

プ
ラ

ン
実

施
状

況
に

関
す

る
評

価
の

公
表

新
せ

た
な

町
立

国
保

病
院

改
革

プ
ラ

ン
実

施
状

況
に

関
す

る
評

価
の

公
表

「
児

童
扶

養
手

当
」・「

特
別

児
童

扶
養

手
当

」
制

度
「

児
童

扶
養

手
当

」・「
特

別
児

童
扶

養
手

当
」

制
度

保
健

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
保

健
師

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

児
童

虐
待

っ
て

？
 ～

家
族

を
見

守
る

、
支

え
る

社
会

づ
く

り
～

児
童

虐
待

っ
て

？
 ～

家
族

を
見

守
る

、
支

え
る

社
会

づ
く

り
～

暮
ら

し
の

情
報

　
ほ

か
暮

ら
し

の
情

報
　

ほ
か

表
紙

◎
２

/1
8
　

令
和

元
年

度
 せ

た
な

町
高

齢
者

大
学

修
了

式
の

様
子

　
※

詳
し

く
は

広
報

見
聞

録
を

ご
覧

く
だ

さ
い

　
表

紙
◎

２
/1

8
　

令
和

元
年

度
 せ

た
な

町
高

齢
者

大
学

修
了

式
の

様
子

　
※

詳
し

く
は

広
報

見
聞

録
を

ご
覧

く
だ

さ
い
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Setana Public Relations

広報せたな　令和２年 4 月号

令和元年度 せたな町教育・文化・スポーツ表彰式

１団体２０人が受賞

【教育部門】
◆教育賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・チーム名：キタリウム
　（メンバー：黒川 拓実さん、原田 飛真さん、村田 侑空さん）
　 令和元年度「科学の甲子園ジュニア北海道大会」理科

競技の部準優勝

【文化部門】
◆文化奨励賞　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・佐藤　楓 さん（久遠小学校６年）
　ＪＦ北漁連主催 第 60 回全道海の子絵画展
　「北海道教育委員会教育長賞」受賞

【スポーツ部門】
◆スポーツ賞　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・鈴木　心絆 さん（大成中学校２年）
　「第 50 回北海道中学校陸上競技大会」女子砲丸投げ準優勝

・松神ほのか さん（久遠小学校６年）
　「第37回北海道小学生陸上競技大会」6年女子100ｍ準優勝
　6 年女子走り幅跳び第３位

◆スポーツ奨励賞　　　　　　　　　　　　　　　　  
・藤谷　凜子 さん（大成中学校３年）
　「第 50 回北海道中学校陸上競技大会」女子砲丸投げ第４位

・竹内　美結 さん（大成中学校１年）
　「第 50 回北海道中学校陸上競技大会女子」走り高跳び
　第８位

・門脇　悠哉 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・櫻井　吟次 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・佐藤　陸久 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・瀬戸　嵩介 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・田中　隆貴 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・花田　　駿 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・廣瀬　紫龍 さん（北檜山中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・山下　滉音 さん（北檜山中学校２年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・稲船　蓮也 さん（瀬棚中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、第ベスト４進出

・佐藤　秀哉 さん（瀬棚中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・細川　颯汰 さん（瀬棚中学校３年）
　「第８回 U １４関東オープンＫＢ野球大会 in 南足柄
　金太郎杯」へ
　KWB 檜山選抜として全国大会出場、ベスト４進出

・河田　織玖 さん（北檜山小学校６年）
　「第５７回北海道空手道選手権大会」出場
　団体 小学生高学年男子 組手の部 第２位
　個人 小学６年生男子 組手の部 第３位
　　　 小学６年生男子 形の部 第４位

・三津谷　千宙 さん（北檜山小学校６年）
　「第５７回北海道空手道選手権大会」出場
　個人 小学生高学年男子 組手の部 第３位

・河田　瞬汰 さん（北檜山小学校５年）
　「第５７回北海道空手道選手権大会」出場
　団体 小学生高学年男子 組手の部 第２位

・竹浪　瞭 さん（瀬棚小学校３年）
　「第５７回北海道空手道選手権大会」出場
　団体 小学生低学年男子 組手の部 第１位
　個人 小学３年生男子 形の部 第２位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　【教育部門】　　　　　１団体
　　　【文化部門】　　　　　　１名
　　　【スポーツ部門】　　　１９名

　　　合計　　団体１、個人２０名

　令和元年度 せたな町教育・文化・スポーツ表彰の受賞者が発表されましたのでお知らせいた
します。
　この賞は、当町の教育・文化・スポーツ分野で町民の模範となる活動、成績が優秀な個人・
団体に対して贈られるもので、今年度は次の 1 団体 20 人が受賞されました。
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まちづくり推進課から各種事業の期間延長のお知らせまちづくり推進課から各種事業の期間延長のお知らせ
　
令
和
2
年
3
月
31
日
で
終
了
予

定
で
し
た
次
の
3
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
移
住
定
住
促
進
住
宅
奨
励
事
業

　
こ
の
制
度
は
、
定
住
化
促
進
と

地
域
の
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、

せ
た
な
町
に
居
住
、
又
は
転
入
予

定
の
方
が
町
内
に
住
宅
を
新
築
・

購
入
さ
れ
た
場
合
に
奨
励
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　
奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
下

記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
額

 

・ 

町
内
業
者
に
よ
っ
て
自
己
の
居
住

の
た
め
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、

１
０
０
万
円

・ 

町
内
業
者
以
外
に
よ
っ
て
自
己
の

居
住
の
た
め
住
宅
を
新
築
す
る

場
合
、
30
万
円

・ 

既
存
の
住
宅
を
自
己
の
居
住
の
た

め
に
購
入
す
る
場
合
、
20
万
円

■
奨
励
の
条
件

・ 

定
住
化
を
促
進
す
る
目
的
か
ら
、

自
ら
が
５
年
以
上
そ
の
住
宅
に

入
居
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・ 

せ
た
な
町
が
実
施
す
る
他
の
助
成

制
度
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・ 

移
転
補
償
に
係
る
も
の
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　
※ 

住
宅
完
成
前
に
交
付
決
定
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
町
内
外

業
者
に
よ
る
新
築
の
場
合
に

限
る
）

②
賃
貸
住
宅
整
備
促
進
支
援
事
業

こ
の
制
度
は
、
町
内
に
賃
貸
の
共

同
住
宅
を
新
築
す
る
者
に
、
建
設

費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進

し
、
移
住
定
住
人
口
の
確
保
等
を

目
的
と
し
た
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

　
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
い
く

つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
以
下

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
補
助
対
象
条
件
等
〕

１
．
助
成
概
要

　
※
共
同
住
宅
と
は
、
１
棟
あ
た
り

　
　
２
戸
以
上
の
賃
貸
契
約
を
締
結

　
　
し
て
賃
貸
す
る
共
同
住
宅

　２
．
助
成
要
件

（
１
） 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
事
業
所
、
営
業
所
を

有
す
る
法
人
で
あ
る
こ
と

（
２
） 

自
己
も
し
く
は
自
己
の
親
族

ま
た
は
特
定
の
事
業
者
等
の

従
業
員
等
に
限
定
し
て
入
居

さ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と

（
３
） 

町
内
業
者
の
施
工
で
あ
る
も
の

（
４
） 

補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
手

し
て
お
ら
ず
、
申
請
年
度
内

に
完
了
す
る
も
の

③
空
家
等
除
却
補
助
金
交
付
事
業

　
こ
の
制
度
は
、
経
年
劣
化
等
で

倒
壊
や
建
築
部
材
の
飛
散
の
恐
れ

が
あ
る
空
家
等
の
解
体
工
事
を
町

内
業
者
で
行
っ
た
場
合
に
、
補
助

金
（
事
業
費
の
50
％
を
助
成
（
上

限
50
万
円
））
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
い
く

つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
以
下

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
と
な
る
空
家
等
は

・「
特
定
空
家
等
」
と
さ
れ
た
も
の

　
※ 

「
特
定
空
家
等
」
と
は
そ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
の
危
険
、

著
し
く
衛
生
上
有
害
、
著
し
く
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ

の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と

が
不
適
切
で
あ
る
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
空
家
等
の
こ
と

　
※ 

「
特
定
空
家
等
」と
さ
れ
る
に
は
、

せ
た
な
町
空
家
等
対
策
協
議
会

で
の
認
定
が
必
要
と
な
り
、
期

間
を
要
す
の
で
、
お
早
目
に
役

場
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

・ 
せ
た
な
町
内
に
建
設
さ
れ
て
い
る

空
家
等

・ 
せ
た
な
町
内
の
許
可
業
者
が
解
体

施
工
す
る
こ
と

・ 

補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て

い
な
い
こ
と

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

・ 

補
助
は
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り

と
す
る

・ 

国
等
及
び
せ
た
な
町
か
ら
他
の
助

成
（
補
助
・
補
償
）
金
を
受
け
て

い
な
い
も
の

共同住宅
の種類

1LDK
以下

2LDK
以上

面積要件 －
50 ㎡
以上
/ 戸

助成額
50 万円

/ 戸
100 万
円 / 戸

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
26
日
配
布
の
行
政
連
絡
員
配

布
チ
ラ
シ
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
な
ど
の
寄
贈
に

つ
い
て
（
お
礼
）

　

３
月
５
日
（
木
）、
株
式
会
社
ア

リ
ヤ
ス
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
様

（
札
幌
市
）
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策

の
一
助
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
し
て
、

現
在
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
る
マ

ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
な
ど

の
予
防
用
品
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

令
和
２
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

○ 

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。

○ 

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国

に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

○ 

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国

及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

さ
れ
ま
す
。

○ 

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に

使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

○ 

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
御
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
同
時
に
実
施
し
て
い
る
経
済
構
造

実
態
調
査
の
対
象
事
業
所
・
企
業
等

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
調
査
に
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

総
務
省
・
経
済
産
業
省

都
道
府
県
・
市
区
町
村

工業統計キャラクター
コウちゃん
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広報せたな　令和２年 4 月号

　
新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革

プ
ラ
ン
は
、
平
成
27
年
３
月
に
総
務

省
が
策
定
し
た
「
新
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
、
せ
た

な
町
立
国
保
病
院
の
経
営
改
革
に

向
け
た
計
画
と
し
て
、
平
成
29
年
３

月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
実
施
状
況

を
年
１
回
以
上
点
検
及
び
評
価
を

行
い
、
広
報
等
を
通
じ
て
住
民
に
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
評
価
内

容
に
つ
い
て
は
、
せ
た
な
町
医
療
等

対
策
審
議
会
に
報
告
し
、
評
価
の
客

観
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
平
成

29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
あ
り
、
２
年
目
で
あ
る
平

成
30
年
度
の
実
施
状
況
並
び
に
評

価
項
目
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月

15
日
に
説
明
を
受
け
、
内
容
の
審
議

を
行
い
、
令
和
元
年
11
月
25
日
に
本

審
議
会
と
し
て
の
評
価
の
取
り
ま

と
め
を
行
っ
た
。
　

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
プ
ラ
ン
の

趣
旨
で
も
あ
る
「
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」「
経
営

の
効
率
化
」「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
取
組
」「
経
営
形
態
の
見
直

し
」
の
４
項
目
に
加
え
、
今
後
の
医

療
体
制
を
構
築
す
る
う
え
で
も
っ

と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
病
院
の

建
替
え
」
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
。

　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
は
、
大
成

診
療
所
・
瀬
棚
診
療
所
と
と
も
に
町

民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

な
が
ら
、
一
次
医
療
を
基
本
と
し
、

町
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
医
療

機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
を
重
点
に
し
て
、
専
門

的
な
急
性
期
医
療
や
高
度
医
療
が

必
要
な
患
者
は
、
八
雲
・
函
館
の
二

次
・
三
次
医
療
圏
の
医
療
機
関
と
連

携
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
中
、
平

成
30
年
５
月
か
ら
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
科
（
総
合
診
療
科
）
が
開
設
さ
れ

た
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
は
、
一
次
医

療
機
関
と
し
て
初
期
治
療
だ
け
で

な
く
、
疾
病
予
防
や
健
康
管
理
な
ど

地
域
と
密
着
し
て
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
に
わ
た
る
包
括
的
な
医
療

が
期
待
さ
れ
、
専
門
医
の
確
保
が
今

後
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
く

状
況
を
踏
ま
え
、
予
約
制
と
併
せ
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
た
だ
し
、
患
者
や
住
民
に
対
し
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
や
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
周
知

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
訪
問
診
療
に
加
え
、

平
成
31
年
１
月
か
ら
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
再
開
さ
れ
た
。

　
高
齢
化
が
顕
著
に
進
ん
で
い
る

当
町
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
安
心
し
て
療
養
で
き
る

在
宅
医
療
や
訪
問
看
護
を
求
め
る

ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
中
、
在
宅
で

療
養
す
る
患
者
や
家
族
へ
の
支
援

体
制
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。

　
平
成
28
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
終

末
期
は
自
宅
で
家
族
や
友
人
に
囲

ま
れ
て
過
ご
し
た
い
と
の
希
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
病
院
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
方

が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
終
末
期

に
あ
る
患
者
に
対
し
て
心
理
面
で

寄
り
添
う
役
割
を
果
た
す
臨
床
宗

教
師
の
育
成
を
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
評
価
す
る
。

　
終
末
期
医
療
へ
の
対
応
に
つ
い

て
課
題
は
多
い
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
患
者
、
家
族
間
に
お
い
て
十
分
な

話
し
合
い
を
行
い
、
患
者
本
人
の
尊

厳
を
大
切
に
し
た
ケ
ア
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
経
費
負
担
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
か

ら
療
養
病
棟
を
一
般
病
棟
に
包

含
し
、
入
院
病
棟
60
床
の
１
病
棟

化
に
し
た
こ
と
も
影
響
し
、
平

成
30
年
度
の
入
院
収
益
が
前
年

度
よ
り
約
５
６
０
０
万
円
減
収

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

４
億
１
４
８
２
万
円
で
前
年
度
よ

り
８
９
５
２
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
内
、
ル
ー
ル
分
と
な
る
地

方
交
付
税
を
財
源
と
し
た
繰
入

は
、
１
億
７
９
１
４
万
円
で
前

年
度
よ
り
１
５
７
万
円
の
減
額
、

ル
ー
ル
分
以
外
の
町
持
出
分
は

２
億
３
５
６
８
万
円
で
前
年
度
よ

新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン

実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
の
公
表

◆
は
じ
め
に

①
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え

た
役
割
の
明
確
化
に
つ
い
て

せたな町立国保病院せたな町立国保病院

　
町
で
は
、平
成

　
町
で
は
、平
成
2929
年
３
月
に
「
新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

年
３
月
に
「
新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
院
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
院
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
２
年
目
と
な
る
平
成

　
計
画
２
年
目
と
な
る
平
成
3030
年
度
の
実
施
状
況
に
関
す
る
、
せ
た
な

年
度
の
実
施
状
況
に
関
す
る
、
せ
た
な

町
医
療
等
対
策
審
議
会
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
医
療
等
対
策
審
議
会
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
内
容
は
原
文
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。）

（
内
容
は
原
文
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。）
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広報せたな　令和２年 4 月号

り
９
１
０
９
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
所
定
の
繰
入

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
す
る

が
、
合
併
か
ら
段
階
的
に
激
変
緩
和

措
置
を
経
て
い
た
普
通
交
付
税
の

算
定
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
一
本
算

定
と
な
り
、
町
の
財
政
状
況
は
よ
り

厳
し
さ
を
増
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

繰
入
は
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
　

　
持
続
可
能
な
経
営
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
も
、
不
断
な
努
力
に
よ

り
一
層
の
経
営
改
善
を
求
め
る
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
収
支
均
衡
の

１
０
０
％
を
上
回
る
１
０
２
・
７
％

で
、
昨
年
度
よ
り
０
・
９
％
上
昇
し

て
い
る
。

一
方
、
収
益
に
つ
い
て
は
一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
の
繰
入
措
置
に
よ

る
要
因
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
一

層
の
経
営
改
善
を
望
む
。
医
業
収

支
比
率
は
、
昨
年
度
よ
り
も
医
業

収
益
が
約
７
７
３
０
万
円
減
収
し
、

８
・
６
％
減
の
62
％
で
目
標
値
よ
り

も
５
・
６
％
低
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
　
　

　
材
料
費
関
係
で
は
、
診
療
材
料
費

が
昨
年
度
よ
り
７
１
０
万
円
減
額

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
導

入
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
院
内
物
流
管
理
）

シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
死
蔵
在

庫
や
過
剰
在
庫
の
抑
制
が
継
続
的

に
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す

る
。

　
入
院
収
益
で
は
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
不
足
や
病
床
利
用
率
の
低
下
か

ら
効
率
化
を
図
る
た
め
行
わ
れ
た

１
病
棟
化
の
要
因
も
あ
り
、
入

院
患
者
数
が
減
少
し
、
昨
年
度

よ
り
約
５
６
０
０
万
円
減
収
の

２
億
９
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
後

発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
や
看
護

必
要
度
加
算
、
退
院
支
援
加
算
に
加

え
、
看
護
補
助
加
算
な
ど
診
療
報
酬

加
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と

は
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
継
続
的

な
取
組
に
よ
り
収
益
増
加
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
安
定
し
た
医
療
を
提
供
し
て
い

く
う
え
で
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
的
な
確
保

を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
多
く
の
公
立
病
院
が
医
師
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

当
院
は
常
勤
医
師
４
名
を
確
保
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
診

療
体
制
の
維
持
に
尽
力
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、
医
師
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
に
は
、
過
重
な
労
働
環
境
と

な
ら
な
い
よ
う
、
負
担
軽
減
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
医
師
の

働
き
方
改
革
」
を
踏
ま
え
、
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

　
リ
ハ
ビ
リ
部
門
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
退
職
に
伴
い
提
供
件
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
患
者
の
在
宅
復
帰
や

社
会
復
帰
を
促
す
た
め
に
も
、
当
院

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
部
門
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
と
し
て
、
療
養
病
棟
を
一
般
病

棟
に
包
含
し
１
病
棟
化
に
し
た
こ

と
に
よ
り
看
護
師
等
の
効
率
的
な

配
置
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
す
る
が
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料

10
対
１
の
保
持
や
平
均
在
院
日
数

21
日
以
内
を
基
本
と
し
、
入
院
収
益

の
増
加
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
平
成

30
年
11
月
に
導
入
し
た
電
子
カ
ル

テ
・
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
診
療
時
間
や
会
計
待
ち
時
間
の

短
縮
に
繋
が
り
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
再
編
・
統
合
の

議
論
が
必
要
な
公
的
病
院
と
し
て

道
内
54
施
設
を
公
表
し
、
当
院
も
対

象
と
な
っ
た
。

　
病
院
建
替
え
を
計
画
す
る
う
え

で
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必

要
性
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北

渡
島
檜
山
地
域
医
療
圏
内
の
関
係

町
と
も
十
分
な
協
議
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　
国
保
病
院
と
両
診
療
所
に
お
い

て
は
、
病
院
事
業
の
一
体
的
・
効
率

的
な
運
営
、
住
民
の
一
次
医
療
の
確

保
、
救
急
医
療
の
確
保
が
図
ら
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
相
互
支
援
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
時
点
で
は
レ

ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
派
遣
に
留
ま
り

十
分
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
医
師

や
看
護
師
の
派
遣
に
よ
る
相
互
支

援
体
制
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
取
組
を
継
続
し
、
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
の
経
営

形
態
は
現
在
、
公
営
企
業
法
の
一
部

適
用
で
あ
る
が
、
一
般
会
計
か
ら
多

く
の
基
準
外
繰
入
を
受
け
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
現
在
の
経
営
形
態
を

維
持
す
べ
き
も
の
と
認
識
す
る
。

　
事
業
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
患
者
動
向
分
析
を
行
い
な
が

ら
、
北
海
道
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま

え
て
病
床
規
模
や
機
能
の
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
視
野
に

入
れ
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
築
45
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
い
状
態
で
あ
り
、
災
害
に
対
応
す

る
た
め
の
防
災
設
備
の
機
能
、
患
者

の
療
養
環
境
、
職
員
の
労
働
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
に
も
、
建
替
え
は

必
要
で
あ
り
、
昨
年
度
の
評
価
に
お

い
て
数
年
以
内
の
実
現
に
向
け
て

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
答
申
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
病
院
建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
十
分
検
討
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
中
、
北
渡
島
檜
山
地
域

医
療
圏
内
の
関
係
町
と
も
十
分
な

協
議
を
行
い
、
医
療
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
当
審
議
会
の
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
早
期
に
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
改
革
プ
ラ
ン

に
お
い
て
経
営
戦
略
室
を
設
置
し
、

計
画
２
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度

に
お
い
て
も
着
実
に
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
総
じ
て
一
定
の
成
果

は
上
げ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
た
だ

し
、
対
応
す
べ
き
課
題
も
あ
り
改
善

に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　
経
営
面
に
お
い
て
は
、
収
益
増
加

を
図
る
た
め
各
種
加
算
へ
の
取
組

を
継
続
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
入
院
収
益
の
大
幅
な

減
少
も
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
基

準
外
繰
入
金
額
は
２
億
円
を
超
え

て
い
る
。

　
町
財
源
の
大
半
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
令
和
３
年
度
以
降
合
併

特
例
に
よ
る
算
定
か
ら
、
一
本
算
定

と
な
り
大
幅
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て

財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
以
上
の
繰

入
は
町
財
政
へ
の
圧
迫
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
経
営
の
効
率
化
や
経
費

の
節
減
を
一
層
強
化
し
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
縮
減
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
最
後
に
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
依
然
と
し
て
厳
し
い
中
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

全
職
員
が
共
通
の
認
識
の
も
と
病

院
改
革
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

②
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

③
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

④
経
営
形
態
の
見
直
し
に
つ

い
て

⑤
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

⑥
総
合
的
な
所
見

病
院
改
革
プ
ラ
ン
関
連
デ
ー
タ
は

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
　

⇩
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広報せたな　令和２年 4 月号

病院改革プラン関連データ
◆一般会計からの繰入金の推移

項目項目 H28 実績H28 実績 H29 実績H29 実績 H30 実績H30 実績

繰入金（交付税含む） 378,168 千円 325,298 千円 414,819 千円

上記のうち
町一般財源分

191,604 千円 144,589 千円 235,678 千円

◆一般会計からの繰入金の推移

項目項目 目標数値目標数値 H30 実績H30 実績 説明説明

経常収支比率 100.0％ 102.7％

（経常収入 / 経常費用）× 100

経常収入　　9 億 6387 万円

経常費用　　9 億 3888 万円

医業収支比率 80.0％ 62.0％

（医業収入 / 医業費用）× 100

医業収入　　5 億 8095 万円

医業費用　　9 億 3758 万円

病床利用率 70.0％ 49.3％

（年延入院患者数 / 年延病床数）× 100

年延入院患者数　　10,791 人

年延病床数　　　　21,900 床

◆病床数・患者数等の推移

項目項目 H28 実績H28 実績 H29 実績H29 実績 H30 実績H30 実績

病床数 58 床 60 床 60 床

病床利用数 47.6％ 59.6％ 49.3％

入院患者数 10,067 人 12,814 人 10,791 人

外来患者数 30,225 人 28,838 人 25,759 人

1 日平均入院患者数 27.6 人 35.1 人 29.6 人

1 日平均外来患者数 124.5 人 118.7 人 106.0 人

※病床数は各年度末数値
※入院は一般病床に関する数値（療養病床は H29.10 月より休止）
※外来は歯科部門を除いた数値
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ご存知ですか？ ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

「児童扶養手当」・「特別児童扶養手当」制度
項目項目 項目項目 項目項目

内容

父母の離婚などにより、父又は母と生計を同じ
くしていない児童を養育しているひとり親家庭
等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増
進を図ることを目的として支給される手当です。

知的障がいまたは身体障がいの状態（政令で定
める程度以上）などにある 20 歳未満の児童につ
いて、児童の福祉の増進を図ることを目的とし
て支給される手当です。

支給対象

●�父又は母と生計を同じくしていない児童を監
護する父親や母親

【例】離婚をして児童を養育しているひとり親

●�父と生計を同じくせずかつ母が監護しない児
童を監護する養育者

【例】�両親が死別して児童を養育する祖父母の方、
未婚の母など

※児童が 18 歳に達する日の属する年度まで支給

障がい児の父もしくは母が障がい児を監護する
とき、又は父母以外の者が障がい児を養育する
ときに、支給されます。

ただし、児童福祉施設等に入所している児童、
障がいを理由として公的年金を受給できるとき
は、対象となりません。
※�障がい児童が 20 歳に達する日の属する月末ま
で支給

支給額

（月額）

●児童１人の場合
　・全額支給�…………�43,160 円
　・一部支給�…………�43,150 円～ 10,180 円
●児童２人以上の加算額
　・２人目�……………�10,190 円
　・３人目以降�………�6,110 円
※�受給者の前年の所得により減額又は停止の場
合もあります

児童１人当たり「52,500 円」（1 級）
または「34,970 円」（２級）
※障がいの程度により異なります
※�受給者の前年の所得により停止の場合もあり
ます

支払時期
奇数月（年６回）に、前月分までの 2 か月分が
支払われます。

原則毎年 4 月・8 月・１１月にそれぞれの前月分
までが支払われます

受給するには
支給を受けようとする方は、役場に申請書類を
提出し、北海道から受給資格と手当額の認定を
受けます。

支給を受けようとする方は、役場に申請書類を
提出し、北海道から受給資格と手当額の認定を
受けます。

問い合わせ先
町民児童課�児童福祉係　℡ 0137-84-5111
瀬棚総合支所�福祉係　　℡ 0137-87-3311
大成総合支所�福祉係　　℡ 01398-4-5511

保健福祉課�障がい福祉係　℡ 0137-84-5111
瀬棚総合支所�福祉係　　　℡ 0137-87-3311
大成総合支所�福祉係　　　℡ 01398-4-5511

児童扶養手当の申請をした後、状況が変わった場合は 14

日以内に届出が必要です。資格がなくなった時などは、届

出が遅れると過払い分の手当を返還していただくこともあ

りますので、必ずご連絡ください。

※例えば…●養育している児童の人数が変わったとき�

　　　　　●住所、氏名、支払金融機関が変わったとき�

　　　　　●婚姻（事実婚を含む）などで資格がなく

　　　　　　なったときなど

これまで、公的年金（遺族年金・障害年金等）を受給する

方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成 26 年

12 月以降は、年金額が児童扶養手当より低い方は、その

差額分の児童扶養手当を受給できるようになりました。

※例えば…●�父子家庭で、お子さんが定額の遺族厚生年金

のみを受給している場合

　　　　　●�母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが

定額の遺族年金のみを受給している場合など

広報紙・ホームページに

広告を掲載しませんか？
広報紙（1 回）
①��3,500 円（縦 4.6 ㎝×横��8.8 ㎝）
②��7,000 円（縦 4.6 ㎝×横 17.6 ㎝）
③��7,000 円（縦 9.9 ㎝×横��8.8 ㎝）
④ 14,000 円（縦 9.9 ㎝×横 17.6 ㎝）

申し込みお問い合わせ先　まちづくり推進課�広報統計係　℡ 0137-84-5111

ホームページ（バナー広告）
1 か月 10,000 円（動画は不可）
（縦 60 ﾋﾟｸｾﾙ×横 150 ﾋﾟｸｾﾙ）
画像は GIF 形式、容量は 4KB

広告
 募集中
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広報せたな　令和２年 4 月号

国 民 健 康 保 険 制 度 の お 知 ら せ

国民健康保険の移動手続きのお願い国民健康保険の移動手続きのお願い

　３月・４月は就職や退職・進学などにより移動が多くなる時期です。移動があった場合、国民健康保険の

加入・脱退の申請が必要となりますので忘れずにお手続きをお願いします。

・国民健康保険に加入する場合
　　離職票や退職証明書など今まで加入していた健康保険をやめた

　ことがわかる書類をお持ちください。

・国民健康保険を脱退する場合
　　新たに加入した健康保険証と国民健康保険証をお持ちください。

・進学により住所を町外へ移す場合
　　在学証明書や学生証など学生であることの証明書等と国民健康

　保険証をお持ち下さい。

※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、郵送での手続きを

　ご希望の方は、担当までお問い合わせください。

問い合わせ先
せたな町町民児童課国保医療係　☎ 0137-84-5111（内線 1140）
瀬棚総合支所住民係　　　　　　☎ 0137-87-3311（内線 3000）
大成総合支所住民係　　　　　　☎ 01398-4-5511（内線 2118）

自分が持っている固定資産の評価額が確認できます
固定資産税の基礎となる、土地や家屋の評価額を、次の期間に無料で縦覧することができます。

　期　　間　�　4 月 1 日（水）～ 5 月２９日（金）（土・日曜日、祝日は除きます。）

　時　　間　　８時３０分～ 17 時１５分

　場　　所　　・本庁税務課�・瀬棚総合支所�・大成総合支所

縦覧できる人　町内に資産を持つ納税義務者、またはその代理人

縦覧できる内容　土地及び家屋の所在、地番、地目、評価額など

　　　　　　　�※所有者の住所・氏名は書いてありません。

【縦覧に際してのお願い】　

　本人確認ができるもの（運転免許証など）をご用意ください。

　代理人の場合は、必ず委任状が必要です。

家屋を取り壊したときは届け出が必要です
◉   住宅や車庫、倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、税務課へ届け出が必要です

　固定資産税は、毎年１月１日現在の所有者に課税されます。

　�届け出がないと「取り壊したのに課税される」ということがありますので、印鑑と取り壊したことが

分かる書類などを持って税務課へ届け出てください。（届出書は税務課にあります。）

◉住宅を取り壊した場合、土地に対する固定資産税の額が変わる場合があります。

　�住宅が建っている土地（住宅用地）は「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資産税

が減額されています。そのため、住宅を取り壊すと、その特例の適用が外れることになります。

　くわしくは、本庁税務課、瀬棚総合支所、大成総合支所へお問い合わせください。

問い合わせ先
せたな町税務課　　☎ 0137-84-5111
瀬棚総合支所　　　☎ 0137-87-3311
大成総合支所　　　☎ 01398-4-5511
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▣
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
、
令
和
元
年
12
月
以
降
、
中
国

湖
北
省
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し
、

短
期
間
で
日
本
を
含
め
全
世
界
に

広
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
北
海
道

で
は
全
国
に
先
立
っ
て
感
染
が
広

が
り
を
み
せ
、
本
年
２
月
28
日
に

は
、
道
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
、
異
例
の
外
出
自
粛
要
請
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
の
中
で
生
じ
た
様
々

な
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

▣
生
活
ト
ラ
ブ
ル
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ 

　
職
場
に
お
い
て
、
感
染
予
防

の
観
点
か
ら
、
自
宅
待
機
を
命

じ
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
間
の
給

与
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
　

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

　
使
用
者
の
判
断
に
よ
り
休
　

業
す
る
場
合
、
法
律
上
休
業
手

当
を
請
求
で
き
ま
す
。

　 

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
は
新
型
　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
の

要
件
を
緩
和
し
て
お
り
休
業
手

当
に
関
す
る
助
成
が
受
け
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

　
団
体
で
旅
館
を
予
約
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
た
た

め
、
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

と
こ
ろ
、
宿
泊
料
を
全
額
請
求

さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
全
額
支
払
わ
な
い
と
い
け

　

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

　
個
別
の
事
案
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
仮
に
支
払
う
義
務
が

あ
る
場
合
で
も
、
全
額
で
は
な

く
、「
平
均
的
な
損
害
の
額
」
の

限
度
の
み
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ 

　
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
ま
す

が
、
自
粛
要
請
に
伴
い
利
用
客

が
激
減
し
、
給
与
の
支
払
い
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
？

Ａ 

　
経
済
産
業
省
な
ど
が
、
事
業
　

者
向
け
融
資
や
補
助
等
の
支
援

策
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　 

　
信
用
保
証
協
会
、
政
策
金
融

公
庫
な
ど
の
各
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▣
こ
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
混
乱

に
便
乗
し
て
、「
マ
ス
ク
を
発
送
し

た
」
な
ど
と
い
う
詐
欺
メ
ー
ル
も

横
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
下
さ
い
。
さ
て
、当
事
務
所
で
は
、

各
種
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
つ
い
て
は
、
３
回
ま
で
の
無
料

法
律
相
談
や
、
ご
自
宅
・
入
所
施

設
等
へ
の
無
料
出
張
相
談
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス

八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０
‐

３
３
８
３
‐
８
３
６
６
）」
ま
で
お

気
軽
に
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ

ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０

‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
）」
で
も
、

同
様
に
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り

ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
生
活
ト
ラ
ブ
ル

法
テ
ラ
ス 

八
雲
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　

弁
護
士　

鳴
本　

翼　

　
　
　
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

八雲税務署から確定申告期限に関するお知らせ

確定申告期限の延長と振替日（振替納税）の変更について
　今般、政府の方針を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申告所得税、贈与税、個

人事業者の消費税について、４月 16 日（木）まで、申告・納付期限を延長することとしました。

　これに伴い、申告所得税及び個人事業者の消費税の振替納税をご利用されている方の振替日についても、

申告所得税は５月 15 日（金）、個人事業者の消費税は５月 19 日（火）に変更となりました。

延長前延長前 延長後延長後

申告所得税 令和 2 年３月１６日（月）

⇨ 令和２年４月１６日（木）個人事業者の消費税 令和２年３月３１日（火）

贈与税 令和２年３月１６日（月）

　なお、マイナンバーカードやお近くの税務署で発行するＩＤ・パスワードがあれば、確定申告会場に出向

くことなく、ご自宅等からスマホやパソコンなどでインターネットにより申告（e-Tax）していただくこと

が可能です。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、必要な事項を入力して、e-Taxで申告いただければ、

医療費の領収書や寄附金の受領証などの書類を提出していただく必要がなく、大変便利ですので、是非ご利

用ください。

　また、令和元年分の還付申告については、５年間申告することが可能であり、令和６年 12 月 31 日まで申

告することが可能です。

【還付申告の例】
◉給与所得者や公的年金受給者で、医療費控除・寄附金控除（ふるさと納税等）・住宅借入金等特別控除

　（住宅ローン控除）により還付を受けられる方　等

〇申告・納付期限

問い合わせ先 八雲税務署　　　☎ 0137-63-2148
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◉
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
必
要
性

　
皆
さ
ん
は
ユ
ニ
セ
フ
が
掲
げ
て

い
る
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い

て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
大
き
く
分
け
て
4
つ
の
一
般
原

則
「
生
き
る
権
利
」「
育
つ
権
利
」

「
守
ら
れ
る
権
利
」「
参
加
す
る
権

利
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
も
１
９
９
４
年
に
批
准
し

て
お
り
、
世
界
的
に
見
る
と
比
較

的
に
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
で
す
が
、
時
折
「
児
童

虐
待
」
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ

れ
る
通
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
だ
け
で
も
平
成
29
年
度

の
報
告
で
は
、
５
１
３
３
件
の
児

童
虐
待
に
関
す
る
相
談
（
平
成
29

年
度
道
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る

児
童
虐
待
相
談
対
応
状
況
よ
り
）

が
あ
り
、
子
ど
も
の
「
生
き
る
権

利
」
や
「
育
つ
権
利
」、「
守
ら
れ

る
権
利
」
が
守
ら
れ
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

◉
虐
待
と
言
っ
て
も
…

　
虐
待
に
は
４
種
類
あ
り
、「
身

体
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
性

的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育

の
怠
慢
・
拒
否
）」
が
あ
り
、
一

番
多
い
の
は
心
理
的
虐
待
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
理
的
虐

待
に
は
、
言
葉
で
脅
す
、
子
ど
も

の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
発
言
を

す
る
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
近
年
は
子
ど
も
に
直
接
被

害
が
な
く
て
も
夫
婦
間
で
の
Ｄ
Ｖ

や
喧
嘩
を
目
撃
し
て
い
た
等
の
状

況
で
あ
れ
ば
、
心
理
的
虐
待
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
、
警
察
か
ら
児
童

相
談
所
に
通
告
し
て
い
る
こ
と
も

多
い
で
す
。

◉
虐
待
が
起
き
て
し
ま
う
要
因

　
虐
待
は
３
つ
の
こ
と
が
要
因
で

起
き
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

①
親
の
要
因

育
児
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど

の
育
児
不
安
や
、
親
自
身
に
虐

待
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
病
気
や
障
害
で
子
育
て
が

う
ま
く
で
き
な
い
、
そ
し
て
産

後
う
つ
な
ど
精
神
的
に
不
安
定

な
状
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
要
因

病
気
や
障
害
が
あ
る
お
子
さ

ん
、
癇
癪
が
激
し
い
、
こ
だ
わ

り
が
強
い
な
ど
の
育
て
に
く
さ

を
感
じ
る
お
子
さ
ん
で
あ
る
こ

と
も
要
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

③
家
族
を
取
り
巻
く
要
因

近
年
は
核
家
族
化
し
て
お
り
、

育
児
に
対
し
て
相
談
で
き
る
人

が
少
な
い
こ
と
も
１
つ
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
経
済
的
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
、
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い

る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

◉
し
つ
け
と
虐
待
の
違
い

　
し
つ
け
は
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
社
会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
着
け
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

の
発
達
や
理
解
度
に
配
慮
し
て

行
っ
て
い
く
も
の
で
、
暴
力
な

ど
で
従
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、「
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
叩
く
」

こ
と
は
、
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
成
長
の
仕
方
や
性
格
が
違
う

た
め
、「
ほ
か
の
子
と
比
べ
て
で

き
て
い
な
い
か
ら
責
め
る
」
な
ど

も
、
親
に
と
っ
て
は
し
つ
け
の
つ

も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有

害
な
ら
ば
虐
待
と
捉
え
ら
れ
ま

す
。

◉
防
い
で
い
く
た
め
に
は

～
地
域
の
方
々
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
～

　
ま
ず
、
子
ど
も
を
虐
待
し
て
し

ま
う
親
の
大
半
は
ひ
と
り
で
苦
し

み
、
悩
み
続
け
た
そ
の
結
果
が
子

ど
も
の
虐
待
と
い
う
形
で
表
れ

て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
子
育
て
で
悩
ん

で
い
る
方
が
い
た
ら
、「
私
た
ち

は
こ
う
し
て
い
た
！
」
や
「
そ
ん

児
童
虐
待
っ
て
？
～
家
族
を
見
守
る
、
支
え
る
社
会
づ
く
り
～

今月の担当

西　香奈美です
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な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
必
要
は
な

い
！
」
と
い
っ
た
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
の
で
は
な
く
、
悩
み
を
聴

い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
相
談
さ
れ
た
方
が
直
接

聴
く
の
で
は
な
く
、
相
談
先
を
紹

介
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で

す
。

　
親
の
中
に
は
周
囲
の
助
け
を
拒

み
、
ど
ん
ど
ん
孤
立
し
て
い
く
方

も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、

ま
ず
見
守
り
を
行
い
、
子
ど
も
が

危
険
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
際

に
は
、
相
談
窓
口
に
連
絡
す
る
と

い
っ
た
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
に
関
す
る
相
談
先
】

　
町
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
悩
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
は
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
せ
た
な
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
師

　
　
０
１
３
７
・
８
４
・
５
９
８
４

●
瀬
棚
総
合
支
所

　
保
健
師

　
　
０
１
３
７
・
８
７
・
３
３
１
１

●
大
成
総
合
支
所

　
保
健
師

　
　
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１

●
認
定
子
ど
も
園
子
育
て
支
援
室

　
　
０
１
３
７
・
８
４
・
５
８
５
５

●
瀬
棚
保
育
所

　
　
０
１
３
７
・
８
７
・
３
１
６
８

●
大
成
保
育
園

　
　
０
１
３
９
８
・
４
・
５
０
２
２

【
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

〇
全
国
子
育
て
・
虐
待
防
止
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
７
７

子
ど
も
虐
待
防
止
に
取
り
組

む
民
間
団
体
等
の
電
話
相
談

窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
」（
い
ち
・
は
や
・
く
と

覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

虐
待
か
も
と
思
っ
た
時
な
ど

に
、
す
ぐ
に
通
告
や
相
談
が

で
き
る
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
す
。
匿
名
で
行
う
こ
と

も
で
き
、
通
告
や
相
談
を
し

た
方
、
そ
の
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〇
函
館
児
童
相
談
所

　
０
１
３
８
・
５
４
・
４
１
５
２

特定検診伝言板

《各種検診日程についてお知らせします》
下記の日程で、各種検診を実施します。

受診を希望する方は、各区保健師までお申し込みください。

〔総合検診：特定健診・胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診等〕
　・北檜山区　４月１８日（土）～１９日（日）　せたな町健康センター

　・大成区　　　　２５日（土）　　　　　　　　大成町民センター

　　　　　　　　　２６日（日）　　　　　　　　長磯生活改善センター

〔頭の検診〕
　※新たな機械導入に伴い、募集する受診人数が少なくなります。（320 人→ 290 人）

　　５月２２日（金）・２３日（土）：大成町民センター　

　　５月２５日（月）～２７日（水）：せたな町健康センター

　　５月２８日（木）～３０日（土）：瀬棚保健センター　　　

　　６月１日（月）～３日（水）：せたな町健康センター

【町民のみなさんにお願いです】
　今後の様々な検診（各種がん検診等の集団検診）は、新型コロナの関
係で、大きな集団にならないような配慮をしたり、マスクの着用や手指
消毒のお願いしたりすることもあると思います。その際には、ご理解願
いますよう、よろしくお願い申し上げます。

●せたな町健康センター 　☎０１３７－８４－５９８４

●瀬棚総合支所　　　　　 ☎０１３７－８７－３３１１

●大成総合支所 　　　　　☎０１３９８－ 4 －５５１１

健診申込・健康相談などは

各保健師まで

お早めに保健師まで

ご連絡ください！！
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コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館

～
行
っ
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
ち
～

◉
長
万
部
町

　
長
万
部
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
予
約
開
始

4
月
1
日
（
水
）
か
ら
長
万
部
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
の

予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
！
Ｇ
Ｗ
や
夏
休
み
期
間
な

ど
は
、
利
用
者
が
集
中
す
る
の
で
ご
予
約
は
お
早
め

に
！
ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

多
く
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
■
料
金

／
バ
ン
ガ
ロ
ー
1
棟
1
泊
　
６
０
０
０
円
　
※
バ
ン

ガ
ロ
ー
1
棟
で
、
大
人
5
～
7
名
程
度
が
利
用
（
宿

泊
）
可
能
で
す
。
問
長
万
部
町
役
場
建
設
課
建
築
公

園
係
☎
０
１
３
７
７
・
2
・
２
４
５
６

◉
八
雲
町
八
雲
地
域

　
２
０
２
０
年
は
東
京
五
輪
！

　
八
雲
町
の
人
々
が
活
躍
予
定
で
す

た
く
さ
ん
の
八
雲
町
出
身
者
が
活
躍
予
定
で
す
の
で

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

石
堂
陽
奈
選
手
　
日
本
女
子
リ
レ
ー
代
表
候
補
に
選

出
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
れ
ば
出
場
が
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
・

競
歩
の
札
幌
開
催
に
向
け
、
町
職
員
の
川
道
裕
次
氏

が
五
輪
組
織
委
員
会
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

◉
八
雲
町
熊
石
地
域

　
熊
石
青
少
年
旅
行
村

4
月
29
日
（
水
）
オ
ー
プ
ン
予
定
！

平
田
内
川
沿
い
に
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
場
「
熊
石
青
少

年
旅
行
村
」。
広
大
な
芝
生
に
お
お
わ
れ
、
ほ
ど
よ
く

点
在
す
る
樹
木
が
爽
や
か
な
木
陰
を
つ
く
り
出
し
ま

す
。
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
キ
ノ
コ
ロ
グ
は
子
ど
も
に
大

人
気
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
近
く
に

は
森
林
浴
を
楽
し
め
る
わ
ん
ぱ
く
の
森
や
川
遊
び
の

で
き
る
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
公
園
も
あ
り
、
大
自
然
を
満

喫
で
き
ま
す
。
■
入
村
料
（
一
人
一
日
）
／
小
・
中

学
生
　
２
２
０
円
、
高
校
生
以
上
４
５
０
円
問
旅
行

村
管
理
棟
☎
０
１
３
９
８
・
2
・
３
７
１
６

◉
今
金
町

　
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

　
春
か
ら
の
営
業
の
お
知
ら
せ

３
月
22
日
（
日
）
迄
の
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
営
業
終
了

後
も
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｒ
ｅ
ｒ
ａ
は
日
帰
り
利
用
の

営
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
長
い
冬
の
疲
れ
を
癒

し
が
て
ら
、
温
泉
や
お
食
事
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｒ
ｅ
ｒ
ａ
／
【
日
帰
り
営
業
時
間
】

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
　
11
時
30
分
～
17
時
　
※
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
は
16
時
【
団
体
ご
会
食
】
日
中
の
会
食
12

時
～
17
時
、
お
一
人
様
２
５
０
０
円
（
税
込
）
～
　

15
名
様
以
上
よ
り
無
料
送
迎
承
り
ま
す
。
嬉
し
い
温

泉
入
浴
付
　
※
ご
人
数
、
お
時
間
な
ど
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
　
※

問

問

「ほっかいどう
  ヘルスサポートレストラン推進事業」のお知らせ
○�北海道では、食品選択や外食摂取において、健康

管理上の適切な選択を支援し、道民の健康づくり
に資することを目的に、令和元年 10 月より新た
な食環境整備事業として、「ほっかいどうヘルス
サポートレストラン推進事業」を開始いたしました。

○�登録の対象の店舗は、外食料理店（喫茶店を含
む）及びそうざい製造業、コンビニエンスストア、　
スーパー、社員・学校食堂等です。

○�登録は三ツ星制としており、道が提供する健康情
報等の発信を行うことと店内を禁煙にしているこ
とを必須要件とし、一ツ星店として登録。

　�これに加え、顧客の要望に応じた健康を支援する
オーダー対応ができる店舗を二ツ星、さらに健
康に配慮したメニューとして、栄養バランスメ
ニューや野菜たっぷりメニュー、塩分控えめメ

ニューのどれか一つを提供する
　お店を三ツ星店として登録いた
　します。

○�北海道からは健康づくりに関連する情報を、月に
一度メールマガジンで配信し、北海道栄養士会や
管理栄養士養成施設からの普及啓発ツールの配信
等も行います。また、北海道全調理師会と協力し
た事業の推進など、協力機関と連携して事業を推
進します。

○�登録届出書の様式は、最寄りの道立保健所、もし
くは北海道のホームページより入手可能です。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/hhsr/top-02.htm

問�八雲保健所�　　�0137-63-2168問

2020 年度
労働基準監督官採用試験案内

インターネット
受付期間

2020 年 3 月 27 日から 4月 8日〔受信有効〕
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】

試験区分
受験資格

◉  1990（平成2）年4月2日～1999（平
成 11）年 4 月 1 日生まれの者

◉  1999（平成 11）年 4 月 2 日以降
生まれの者で次に掲げる者

① 大学を卒業したもの及び 2021（令
和 3）年 3 月までに大学を卒業す
る見込みの者

② 人事院が①に掲げる者と同様の資
格があると認める者

１次試験 2020 年６月 7 日（日）

２次試験
2020 年 7 月 14 日（火）、15 日（水）、
16 日（木）の指定された日

問�北海道労働局総務部総務課
　　　　　　　☎ 011-709-2311（内線 3511）
　�函館労働基準監督署
　　　　　　　☎ 0138-87-7600

問

地方税ポータルシステム
（eLTAX）をご存じですか？
　eLTAX（ｴﾙﾀｯｸｽ）とは、地方税（法人道民税
や法人事業税など）の申告や納税などをインター
ネットを利用して行うことができる自治体共通
の便利なシステムです。
　税制改正により、2020 年 4 月 1 日以後に開始
する事業年度分から大法人の eLTAX による電子
申告が義務化されます。
　また、2019 年 10 月から電子納税ができる地
方税共通納税システムも稼働しています。
　なお、eLTAX の詳しい情報は、ホームページ
でご覧いただけますので、ぜひご確認ください。

　【eLTAX（ｴﾙﾀｯｸｽ）ホームページ】
　　　　　　https://www.eltax.lta.go.jp/

問�札幌道税事務所税務管理部
　�　　　　　　　　　　　　☎�011-204-5083
　�檜山振興局税務課　　　　☎�0139-52-6472

問
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ご
宴
会
時
間
は
、
開
始
時
間
よ
り
２
時
間
と
な
り

ま
す
。
　
※
お
一
人
様
、
＋
２
０
０
０
円
で
２
時

間
飲
み
放
題
付
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
は
終
了
15
分

前
）　
※
温
泉
は
宴
会
日
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

温
泉
券
の
サ
ー
ビ
ス
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
※
温
泉
利

用
な
し
の
場
合
で
も
、
お
一
人
様
の
料
金
に
変
更
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
　【
宿
泊
料
金
】（
1
泊
2
食
付
・

税
込
）
大
人
８
０
６
０
円
～
、
小
学
生
５
６
４
２
円

～
、
幼
児
４
０
３
０
円
～
よ
り
　
※
今
金
町
民
の
方

が
同
伴
の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
全
員
１
５
０
０
円
割
引

に
な
り
ま
す
！
　【
日
帰
り
温
泉
】　
大
人
５
５
０

円
・
小
学
生
２
０
０
円
・
幼
児
　
無
料
、
営
業
時

間
（
毎
日
）
12
時
～
22
時
　【
休
館
日
】
令
和
２
年

３
月
30
日
～
４
月
３
日
　
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
☎

０
１
３
７
・
８
３
・
７
１
１
１

◉
せ
た
な
町
北
檜
山
区

　
4
月
6
日
（
月
）
オ
ー
プ
ン
予
定

　『
北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

全
道
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
、
4
月
6
日
（
月
）
オ
ー

プ
ン
予
定
。
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
も
多
数
整
備
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
日
本
一
と

も
言
わ
れ
る
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
も
。
■
使
用
料
／

1
ラ
ウ
ン
ド
　
高
校
生
以
上
３
１
０
円
、
中
学

生
以
下
・
70
歳
以
上
１
１
０
円
■
場
所
／
せ
た

な
町
北
檜
山
区
豊
岡
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎

０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１
、
北
檜
山
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
☎
０
１
３
７
・
８
６
・
０
５
３
０

◉
せ
た
な
町
瀬
棚
区

　
ご
予
約
受
付
中
で
す

　『
せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
』

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
4
月
下
旬
よ
り
オ
ー
プ

ン
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
ご
予
約
を
頂
く
ケ
ビ
ン
は
、

キ
ッ
チ
ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
、
暖
房
器
具
な
ど
の
設
備
に
加
え
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
棟
も
お
目
見
え
し
て
ま
す
ま
す
充
実
。
バ
ン

ガ
ロ
ー
や
持
込
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。
■
場

所
／
せ
た
な
町
瀬
棚
区
西
大
里
問
瀬
棚
総
合
支
所
☎

０
１
３
７
・
８
７
・
３
３
１
１

◉
せ
た
な
町
大
成
区 

　
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定

　
秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

周
囲
を
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
臼
別
渓
谷
に
あ

る
秘
湯
「
湯
と
ぴ
あ
臼
別
」
は
地
元
湯
治
客
や
観
光

客
に
大
人
気
。
お
湯
は
天
然
硫
酸
塩
泉
で
無
色
透
明
、

湯
温
は
約
53
度
あ
り
、
慢
性
皮
膚
病
や
神
経
痛
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
※
雪
解
け
後
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
時
期
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
■
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
平
浜（
宮

野
国
道
沿
い
に
看
板
あ
り
）
■
入
浴
料
／
清
掃
協
力

金
と
し
て
１
０
０
円
納
入
願
い
ま
す
。
問
大
成
総
合

支
所
☎
０
１
３
９
８
・
4
・
５
５
１
１

問 問 

問 

問 

船舶海難発生状況及び事故防止について
令和元年船舶海難び隻数（北海道）

●上記は、令和元年に第一管区海上保安本部管
　内において発生した船舶事故の発生状況です。

自己救命の３つのポイント
　①ライフジャケットの常時着用
　②連絡手段の確保（防水型携帯電話等）
　③海のもしもは１１８番

船　　種
➊プレジャーボート
➋漁船
➌遊漁船

海難種類
➊衝突
➋機関故障
➌推進器障害

・�春先の時期はまだまだ海上荒天の日が多く、事故が発生
しやすい時期となっていますので、最新の気象情報、海
上模様を確認し、出港前には船体及びエンジンの点検を
行い、出港後は、常時適切な見張りを実施しましょう。

　�また発航する際は、万が一の機関故障の発生に備え、
仲間の船やマリーナ等の救助艇による救助体制をあら
かじめ確保しておきましょう。

・�平成３０年２月１日以降、小型船舶船室外の甲板上すべ
ての乗船者には国の技術基準に適合したライフジャケッ
ト（桜マークの有る物）の着用が義務化されました。磯
渡し及び磯の上の釣り人にも同様にライフジャケットの
着用が義務化されています。

問�瀬棚海上保安署　☎（0137）87 － 2634問 

農業用水路や施設には、危険なので近寄らない！
農業用水路への転落事故を未然に防ごう！�　�
　農作業の開始で、農業用水路には大量に水が流
れ込み、転落事故の危険性も増えます。事故を未
然防止するため、家庭、学校などでも危険な場所
へ近づかないよう注意を呼びかけることも大切で
す。
　また、子どもたちが水路のそばで遊んでいるの
を見かけたら、進んで声をかけてあげましょう。

農業用施設の水難事故に注意�
しましょう！��　　　　　　��
　大雨などの際、ダム・頭首工の
ゲート操作で、下流に放流する場
合があります。土地改良区の警報車で河川水位が
上昇することを警告しますので、拡声器から「た
だちに川から離れてください」という放送を聴い
たらすぐ河川区域内から離れましょう。

おねがい！用水路にごみを捨てないで！ 問 狩場利別土地改良区　☎ 0137-82-0244問 

その他その他

6 隻6 隻

遊漁船遊漁船

3 隻3 隻

プレジャーボートプレジャーボート

40 隻40 隻

漁船漁船

33 隻33 隻
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忘れないで納期限

◉軽自動車税
納期限は

4 月 30 日㈭です

忘れずに納めましょう

納税通知書は

　４月上旬に発送予定と

　なっております

　
　
　
　

        

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
の
お
知
ら
せ

　

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設
立
・

債
務
整
理
・
成
年
後
見
な
ど
心
配

ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　

4
月
8
日
㈬
10
時
～
12
時

●
予
約
締
切

　

4
月
6
日
㈪ 

※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

　

司
法
書
士　

森　

奈
津
美

　

 

役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

　
　
　
　

        

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

函
館
弁
護
士
会
で
は
、
せ
た
な

町
で
月
１
回
法
律
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　

金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相
談

無
料
・
予
約
制
）

●
日
時
（
4
月
～
６
月
分
）

　

・
4
月
10
日
㈮

　

・
5
月
8
日
㈮

　

・
6
月
12
日
㈮

●
実
施
時
間
／
13
時
～
16
時

●
相
談
件
数
／
6
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

 

函
館
弁
護
士
会

　

☎
０
１
３
８
・
４
１
・
０
２
３
２

　
　
　
　
　

        

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／  

４
月
９
日

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

　

 

八
雲
保
健
所
保
健
係

　

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

　
　
　

         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
お
知
ら
せ

　

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出
張

し
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま
す
。（
相

談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

・
4
月
16
日
㈭
13
時
～
16
時

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

・ 

4
月
9
日
㈭
ま
で
に
函
館
地
方
裁

判
所
事
務
局
総
務
課
長
ま
で
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

函
館
地
方
裁
判
所

　

☎
０
１
３
８
・
３
８
・
２
３
７
２

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

　

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
弔
慰
の

意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

❶ 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

❷
戦
没
者
の
子

❸ 

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

❹ 

右
記
❶
か
ら
❸
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　

額
面
25
万
円

　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
５

年
３
月
31
日
（
請
求
期
間
を
過
ぎ

る
と
特
別
弔
慰
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。）

　

 

役
場
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

　
　
　
　
　

        

令
和
２
年
度
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・

41
％
（
プ
ラ
ス
0
・
１
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
率
は
1
・
79
％
（
プ

ラ
ス
0
・
06
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り

ま
す
。
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険

料
率
の
引
き
上
げ
に
関
し
ま
し
て
、

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

  

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２

　
　
　
　

        

無
戸
籍
相
談
窓
口
の
ご

案
内

　

何
ら
か
の
理
由
で
、
出
生
届
を

出
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
無

戸
籍
と
な
っ
て
い
る
方
又
は
保
護

者
の
方
を
対
象
に
、
必
要
な
手
続

の
ご
案
内
・
ご
相
談
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
に
、
役
場
町
民

児
童
課
戸
籍
年
金
係
ま
た
は
、
函

館
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

 

役
場
町
民
児
童
課

　
　
　
　
　
　
　

戸
籍
年
金
係

　

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

　

 

函
館
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　

☎
０
１
３
８
・
２
３
・
９
５
２
６

問 

問 

問 問 

問 

問 問 問 

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
案
内
し
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
案
内
し
ま
す

ご
案
内
し
ま
す
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人 口 と 世 帯

2 月末現在（前月比）

人口 7,706 人 （－ 22）

北檜山区 4,535 人 （－ 16）

大成区 1,402 人 （－ 4）

瀬棚区 1,769 人 （－ 2）

男 3,632 人 （－ 12）

女 4,074 人 （－ 10）

世帯 4120 世帯 （－ 10）

戸籍の窓口
（2月 1日～ 2月 29 日届出）

○富樫　奈央ちゃん�（俊文）北檜山

　　

○水野　鐵雄さん����(77 歳）北檜山

○垣内　文雄さん����(74 歳）東丹羽

○田中　トメさん����(101 歳）兜　野

○安藤　克司さん����(86 歳）北檜山

○金子　兼継さん����(74 歳）花　歌

○大野　キミさん����(96 歳）久　遠

○岡部　秀隆さん����(90 歳）太　田

○平澤　恵子さん����(61 歳）　　都

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

戸籍年金係からのお知らせ

国民年金の届出・手続きを必ず行いましょう
　国民年金は日本国内に住所がある 20 歳以上 60 歳未満の方すべて
の方に、加入が義務付けられています。国民年金の加入種別は、次
の３種類に分かれており、届出は加入時だけでなく、種別が変わっ
た時にも必要です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金額が少なくなったり、
受けられなくなる場合があります。また、不慮の事故や病気で障害
が残り、万一亡くなられた時には、障害基礎年金や遺族基礎年金が
支給されなくなるおそれがあります。
　手続きは、年金手帳を添えて、その都度忘れずに行いましょう。
◉国民年金の加入種別
・第１号被保険者
　�自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20 歳以上の学生、フリー
タ一の方等が対象になり、加入や種別変更の手続きは、役場の国
民年金担当窓口で行います。

・第２号被保険者
　�会社や官公庁に勤めている方など、厚生年金や共済組合に加入し
ている方が対象になります。

・第３号被保険者
　�国民年金の第２号被保険者に扶養されている 20 歳以上 60 歳未満
の配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の勤務先を通じて行
います。

◉種別変更となるケース
・第１号被保険者となるケース【役場で手続き】
　�第２号被保険者が退職し、しばらく次の会社等に入らない場合、
第１号被保険者となります。また、その方に扶養されていた第３
号被保険者がいる場合、その方も第１号被保険者になります。

・第２号被保険者になるケース【勤務先で手続き】
　�第１号被保険者又は第３号被保険者が就職して厚生年金等に加入
すると第２号被保険者になります。

・第３号被保険者になるケース【配偶者の勤務先で手続き】
　�会社等を退職し、厚生年金等に加入されている方の被扶養配偶者
となる方が第３号被保険者になります。

　�ただし、配偶者が６５歳に到達し老齢基礎年金の受給資格を満た
すときは、配偶者が６５歳に到達した日において、第３号被保険
者ではなくなるので、役場で第１号への加入手続きが必要です。

函館年金事務所による年金相談（完全予約制：先着８名）
日時：4 月 23 日 10：30 ～ 15：30 ／場所：せたな町役場

国民年金に関するお問い合わせ先  函館年金事務所  ☎ 0138-56-1165
◉本庁 町民児童課 戸籍年金係　　☎ 0137-84-5111
◉瀬棚総合支所 住民係 　　　　　☎ 0137-87-3311
◉大成総合支所 住民係 　　　　　☎ 01398-4-5511

　
　
　
　

※
２
月
1
日
か
ら
2
月
29
日
受
付
分

　

合
計
２
３
６
件

３
６
９
４
千
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

4 月 16 日㈭大成総合支所
◎�移動町長室は 9：00 から開設し、終了時刻は 11：30 まで
となります。

◎�当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用の
際は事前に予定をお問い合わせください。

◎�公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますのでご
理解願います。
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後
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　2 月 18 日（火）、せたな町民ふれあいプラザにおいて「令和元年度高齢者大学修
了式」が行われました。
　今年度の修了生は３区で 72 人（北檜山いきがい学園 27 人／瀬棚寿大学 14 人／
大成くおん大学 31 人）で、修了生を代表して河村正人さん（瀬棚寿大学）へ修了
証書が授与されました。
　また、一度も欠席することなく参加した山本幸子さん（北檜山いきがい学園）、
須藤れい子さん（大成くおん大学）、名平裕子さん（大成くおん大学）、門間暁子
さん（大成くおん大学）に皆勤賞が授与されました。
　引き続き行われた記念公演では、歌手として活躍する「GRACE（グレイス）」の
伊藤敦子さんと、伊藤公さんによる昭和歌謡を中心とした歌謡ショーが披露され、
修了生の皆さんは声援や拍手を送りながら楽しみました。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
相

次
い
で
中
止
や
延
期
と
な
り
、
残

念
な
が
ら
今
月
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
掲
載
で
き
る
記
事
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
う
つ
ら
な

い
・
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
マ

ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
な
り
、
自

宅
に
大
量
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
か
っ

た
私
に
は
毎
日
が
ド
キ
ド
キ
で
し

た
。（
今
は
マ
ス
ク
が
届
き
一
安

心
で
す
が
…
。）
▼
東
日
本
大
震

災
か
ら
今
年
で
9
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
自
宅
に
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
や
備
蓄
品

の
確
認
を
改
め
て
実
施
し
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。【
差
波
】

●
今
月
の
広
報
誌
は
、
差
波
さ
ん

の
編
集
後
記
の
通
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
せ
た
な

町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

式
や
、
映
画
『
そ
ら
の
レ
ス
ト
ラ

ン
』
上
映
会
な
ど
が
中
止
と
な
り

取
材
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
残
念
な

が
ら
写
真
の
少
な
い
広
報
誌
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
く
こ

の
状
態
が
収
束
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
▼
今
年
は
、
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
年
で
す
。

各
統
計
調
査
の
中
で
最
も
重
要
な

調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。【
伊
藤
】

祝 令和元年度せたな町高齢者大学修了式


